
（
１
面
か
ら
続
く
）

２ 

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
と
豊
か

な
国
際
感
覚
を
も
つ
人
材
の
育
成

　〔
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
〕

　
◎
日
本
の
伝
統
と
文
化
に
関
わ

る
学
習
内
容
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
た
授
業
を
行
い
ま
す
。
体
験
的

な
学
習
や
地
域
の
伝
統
・
文
化
を

守
る
方
と
の
交
流
を
通
し
て
伝
統

と
文
化
の
理
解
を
図
る
活
動
を
進

め
ま
す
。

　
◎
全
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
補

助
指
導
員
）
を
配
置
し
、
児
童
・

生
徒
が
生
き
た
英
語
に
接
し
て
異

文
化
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
、
国

際
感
覚
を
醸
成
す
る
こ
と
を
積
極

的
に
推
進
し
ま
す
。

　
◎
東
京
都
で
行
う
研
修
会
の
活

用
に
よ
り
、
教
員
の
指
導
力
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
◎
言
語
活
動
や
対
話
的
な
学
習

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

１ 

各
学
校
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

　〔
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確

　〔
い
じ
め
や
勉
強
の
こ
と
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
相
談
室
の
先
生
と
お
話
し
ま
し
ょ
う
〕

◎
学
習
適
応
教
室
（
教
育
セ
ン
タ
ー
内
）☎
4
7
4
・
0
8
3
7

◎
中
央
相
談
室
（
教
育
セ
ン
タ
ー
内
）☎
4
7
3
・
3
6
6
7

◎
滝
山
相
談
室
（
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
内
）☎
4
7
5
・
8
9
0
9

立
と
組
織
と
し
て
の
機
能
強
化
〕

　
◎
授
業
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
の
確
立
や
、
学
校
評
価
等
を
基

に
継
続
的
に
校
務
改
善
を
行
い
、

組
織
体
と
し
て
の
学
校
機
能
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　
◎
分
掌
組
織
の
改
善
や
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
る
校
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
（「
ザ
・

教
員
の
働
き
方
改
革
」
参
照
）。

　〔
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
を
担

う
教
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
〕

　
◎
学
校
教
育
を
担
う
教
員
の
資

質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

教
員
の
一
人
ひ
と
り
の
資
質
向

上
を
目
指
す
研
修
体
制
を
整
備

し
ま
す
。

２ 

特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
◎
学
校
支
援
や
教
育
相
談
、

児
童
・
生
徒
の
支
援
に
つ
い
て
、

教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
を
充
実
し

ま
す
。

　
◎
特
別
支
援
教
育
の
充
実
と

し
て
、
未
就
学
段
階
か
ら
中
学

校
卒
業
ま
で
一
貫
し
て
見
守
る

体
制
を
整
え
、
個
に
応
じ
た
就

学
を
推
進
し
ま
す
。

　
◎
教
員
の
専
門
性
を
高
め
る

た
め
研
修
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

専
門
家
に
よ
る
巡
回
も
行
い
ま
す
。

　
◎
日
本
語
指
導
を
必
要
と
す
る

児
童
・
生
徒
の
た
め
の
日
本
語
指

導
を
推
進
し
ま
す
。

３ 

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

　〔
地
域
や
外
部
人
材
を
生
か
し

た
体
験
活
動
の
充
実
〕　

　
◎
地
域
や
外
部
人
材
を
生
か
し

た
体
験
的
な
学
習
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

　〔
地
域
や
保
護
者
と
連
携
し
た

防
災
教
育
〕　

　
◎
毎
月
実
施
す
る
避
難
訓
練
の

内
容
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
防

災
防
犯
課
と
連
携
し
、
地
域
の
防

災
訓
練
へ
の
児
童
・
生
徒
の
積
極

的
な
参
加
を
促
し
ま
す
（
写
真
2

参
照
）。
　

　〔
通
学
路
の
安
全
対
策
〕　

　
◎
子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
の
安

全
対
策
の
た
め
「
東
久
留
米
市
通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

基
づ
い
て
通
学
路
点
検
を
実
施

し
、
必
要
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

４ 

質
の
高
い
教
育
の
基
盤
と
な
る

環
境
の
整
備

　〔
着
実
か
つ
効
果
的
な
施
設
保

全
の
実
現
〕

　
◎
市
の
計
画
で
あ
る
「
施
設
整

備
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
学

校
施
設
の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た

め
の
改
修
を
実
施
し
（
3
ペ
ー
シ

の
「
令
和
2
年
度
教
育
費
当
初
予

算
」
参
照
）、
特
別
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
及
び
ト
イ
レ
改
修
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　
◎
西
部
地
域
の
学
校
規
模
適
正

化
に
伴
い
、
受
入
校
の
第
十
小
学

校
の
組
織
体
制
の
充
実
を
図
り
、

教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　〔
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配

置
の
実
施
〕　

　
◎
下
里
小
学
校
（
令
和
2
年
3

月
末
閉
校
）
の
備
品
整
理
等
を
行

い
、
施
設
の
暫
定
的
な
管
理
を
行

い
ま
す
。
　
　
　

（
3
面
に
続
く
）

　〔実施日〕令和2年2月7日（金）　
　〔対象〕小学校第2・第4・第6学年、
中学校第2学年　
　〔調査教科〕国語・算数（数学）
　〔調査事例〕同一集団（平成29年度の
小学校第4学年と令和元年度の小学校第
6学年及び平成29年度の小学校第6学年
と令和元年度の中学校第2学年）の児童・
生徒の伸び率を指数に換算して比較。本
市で懸案となっている国語の学力の伸び
を見ると、小学校は3ポイント、中学校
では6ポイント上昇していました。今後
も現在の方向性で進め、内容を充実させ
て継続していきます。
　また、学校ごとの取り組みのうち成果
が出ていることについては全校で共有
し、学習指導力の向上を図っていきます。
　算数・数学の結果など詳しくは指導室
☎470・7781へ。

表２　令和元年度東久留米市「学力定着度
　　   調査」結果～国語の学力の伸び～

写真 2
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市
教
育
委
員
会
で
は
「
東
久
留

米
市
立
学
校
の
教
育
職
員
の
在
校

等
時
間
の
上
限
等
に
関
す
る
方
針
」

（
令
和
2
年
4
月
1
日
施
行
）
を

策
定
し
、
市
立
学
校
に
お
け
る
教

育
職
員
の
業
務
時
間
の
把
握
を
行

い
、
業
務
削
減
や
勤
務
環
境
の
整

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
時
間
外
在
校
等

時
間
の
上
限
時
間
原
則
と
し
て

「
1
カ
月
45
時
間
、
年
間
3
6
0
時

間
以
内
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
校
長
は
教
育
職
員
の
在
校
時

間
を
出
退
勤
管
理
機
器
等
に
よ
り

客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
市
教
育
委
員
会
は
月
ご
と

に
各
学
校
の
在
校
時
間
等
を
把
握

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
労
働
法
制
の
遵
守
及

び
教
育
職
員
の
健
康
保
持
に
つ
い

て
は
、
市
教
育
委
員
会
及
び
校
長

は
教
育
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を

確
保
す
る
た
め
、
在
校
等
時
間
が

一
定
時
間
を
超
え
た
場
合
は
、
医

師
等
に
よ
る
面
接
指
導
を
勧
奨
す

る
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
１
月
、
市
教
育
委
員
会

で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
全

教
職
員
を
対
象
に
、「
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
バ
ラ
ン
ス
満
足
度
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
（
有
効
回
答
数
は
小

学
校
が
2
8
8
、
中
学
校
が
1
4

7
）。

　
教
職
員
が
自
分
自
身
の
働
き
方

に
つ
い
て
「
満
足
」「
概
ね
満
足
」

と
し
て
い
る
割
合
は
小
学
校
で

73
・
4
％
、
中
学
校
が
62
・
6
％

で
し
た
（
平
均
69
・
8
％
）。
今

後
も
、
在
校
等
時
間
の
削
減
だ
け

で
な
く
、
自
分
の
働
き
方
に
満
足

で
き
る
よ
う
、
働
き
方
改
革
実
施

計
画
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

教
員
の
よ
り
適
切
な
働
き

方
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
今
後
も

保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
指
導
室
☎
4
7
0
・

7
7
8
1
へ
。

21人の先生、ようこそ東久留米へ！
本市にもこの４月から、フレッシュな先生が配属されました（写真は学校順・敬称略）。本市でたくさんの経験をつんでください。

横井環恵
（大門中）

杉本大樹
（下里中）

遠藤安也美
（中央中）

松永尚登
（中央中）

木下　豪
（南町小）

尾崎　巧
（大門中）

小泉志信
（南町小）

出野孝輔
（大門中）

柳下郁代
（第九小）

平戸雄登
（南中）

小林帆南
（第七小）

藤城麻結
（南中）

中林一紀
（第五小）

大柳史歩
（東中）

林　咲耶
（第三小）

上野愛佳
（東中）

畑中茉恵
（第三小）

稲毛田佑花
（東中）

高野怜香
（第二小）

阿部博哲
（本村小）

半田春樹
（第一小）

　→久留米中学校の防災
訓練の様子。同校の訓練
は、同中学校地区青少年
健全育成協議会と東久留
米消防署の協力を得て実
施しています。今回は東
京都に1台しかない起震車
に乗って、震度6弱のかな
りの揺れを体験しました。
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　（
コ
ラ
ム
①
）「
家
庭
学
習
」
に
つ
い
て
、
宮
下
英
雄
教
育
委

員
（
特
定
非
営
利
法
人
こ
ど
も
科
学
教
育
振
興
協
会
理
事
長
・

全
国
小
学
校
理
科
研
究
協
議
会
元
会
長
）
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
発
令
後
、
在
宅
時
間
が
多
く
な
り
、
復
習
や
予
習
が
中
心
で

あ
っ
た
家
庭
学
習
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
学
校
は
密
閉
、
密
集
、
密
接
の
三
つ
の
密
を
避
け
て
子
ど

も
た
ち
の
健
康
保
持
の
対
策
を
講
じ
、
学
習
に
つ
い
て
も
長

引
く
休
業
に
対
応
す
る
た
め
、
家
庭
学
習
の
果
た
す
役
割
に

大
き
な
期
待
を
込
め
、
文
科
省
で
は
そ
の
成
果
を
未
履
修
事

項
の
評
価
に
反
映
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
が
課
し

た
家
庭
学
習
は
教
科
の
指
導
計
画
に
適
切
に
位
置
づ
く
も
の

で
、
教
師
が
子
ど
も
の
学
習
状
況
や
成
果
を
適
切
に
把
握
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
行
っ
た
「
学
力
定
着
度
調
査
」（
表
2
参
照
）

で
は
、
着
実
に
身
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
成
果
を
踏
ま
え
学
校
再
開
後
の
授
業
に
円
滑
に
つ
な
が
る
よ

う
、
練
習
帳
や
ド
リ
ル
等
を
活
用
し
て
、「
分
か
る
、
で
き
る
、

速
く
、
多
く
、
広
げ
る
」
等
の
達
成
目
標
を
掲
げ
、
好
奇
心
と

意
欲
を
高
め
な
が
ら
計
画
的
に
学
習
す
る
こ
と
も
大
切
な
学
び

の
方
法
で
す
。 

パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
積
極
的
な
活
用
も
家
庭
学
習
を
効
果
的

に
展
開
す
る
方
法
と
し
て
有
効
で
す
。
家
庭
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が

な
か
な
か
整
わ
な
い
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
機

に
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
家
庭
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
が
で
き
る
お
手
伝
い
の
役
割
分

担
を
見
つ
け
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。 「
お
手
伝
い
」
と
「
家
庭
学
習
」
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
家
族
の
た
め
の
料
理
、
掃
除
、
ご
み
の
分
別
等
を
通
し
て
、

自
己
課
題
を
見
つ
け
、
多
様
な
方
法
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
探

究
的
に
解
決
す
る
意
欲
が
湧
き
、
自
己
肯
定
感
、
自
己
有
用
感

の
醸
成
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
例
え
ば
、
お
風
呂
掃
除
を
頼
ま

れ
た
と
き
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。「
何
を
使
え
ば
汚
れ
が
落
ち
る

の
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
酸
や
ア
ル
カ
リ
の
性
質
を
学
習
し

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
た
り
、
湯
船
に
浸
か
っ
た
時
に
体
が

軽
く
な
っ
た
り
、
水
が
溢
れ
た
り
、
沈
め
た
洗
面
器
を
水
面
か

ら
持
ち
上
げ
る
の
に
力
が
要
る
こ
と
な
ど
、「
何
で
か
な
？
」
と

不
思
議
に
思
う
こ
と
を
体
験
す
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
ア
ル

キ
メ
デ
ス
の
法
則
に
関
わ
る
こ
と
で
す
が
、

普
段
は
気
に
な
ら
な
い
科
学
の
法
則
で

も
、
身
近
な
こ
と
を
き
っ
か
け
に
調

べ
て
み
る
の
は
楽
し
い
で
す
よ
。

　
こ
う
い
う
機
会
に
科
学
の
法

則
を
学
び
直
し
て
み
る
と
、

様
々
な
学
習
場
面
が
無
限
に
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
挑
戦
し
て

み
ま
し
ょ
う
。」

ゴシゴ
シ

からの
新発見

↓

3
信頼される
学校づくり  
～教育環境の整備


